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治
タイプライタ
親族間の紛争調整
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治
タイプライタ
申立人と相手方間の親族関係の紛争を調整することの調停を求める。

治
タイプライタ
１　相手方は、申立人の息子の妻である。
２　相手方と息子は、平成＊＊年＊＊月＊＊日婚姻し、申立人所有の住宅に
同居して生活している。
３　結婚して月日が経つにつれ、申立人と相手方の仲は悪くなり、相手方は
申立人と話もしなくなり、無視するようになった。息子も申立人と相手方の
間に入って大変な思いをしております。
４　申立人と相手方間の感情的対立が深まるばかりであるので、申立人と相
手方間の円満調整を求めるため申立をする。




